
 

海域ワーキンググループの経過報告等・今後の予定 

 

１ 開催状況  

  令和5年（2023年）7月25日（火）第1回ワーキンググループ開催（斜里町） 

 

<第１回海域ワーキンググループの主な内容> 

◇ 長期モニタリング項目評価調書（案）について 

  第2期長期モニタリング計画において海域ワーキンググループが担当するモニタリング項

目について、最新のデータに基づく評価を行いました。 

特に海氷に依存するアザラシについては、近年の遺産地域海域における海氷の減少傾向を

踏まえ、サロマ湖と能取湖を調査地に加えた調査を行っており、その調査手法の評価・検討

を行いました。 

 

◇ 知床世界自然遺産地域管理計画見直し検討について 

    2009年策定の知床世界自然遺産地域管理計画の見直しのための検討を行いました。 

    主に海域に関する記述の修正についての意見や指摘事項がありました。 

 

◇ 第2期長期モニタリング計画に基づく総合評価について 

第2期長期モニタリング計画にて予定されている中間評価（2027年度）及び総合評価（2032

年度）の評価手法について検討を行いました。事務局案に対しての委員からの意見は特段あ

りませんでした。 

 

２ 今後の予定 

◇ 第2回海域ワーキンググループ（2/15・札幌市） 

（予定している主な検討内容） 

 海域ワーキンググループ設置要綱の改正について 

 海域管理計画定期報告書（案）の検討 

 海域管理計画の英訳版について 

 遺産地域管理計画の見直しについて 

 第45回世界遺産委員会決議に対する保全状況報告  など 

資料３－３－３   


